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1.カエデ
幹 葉・実・花

樹⽪は緑⾊で樹齢を重ねると淡い灰褐⾊になり、縦に浅い割れ
⽬ができる。葉っぱは、若葉は５つ、成葉では７〜９つに裂け、
最も外側が⼩さくなる。花の後にプロペラ状の実ができる。



2.ケヤキ
幹 葉・実・花

幹は凹凸があり、鱗（うろこ）状に剥がれる。
葉っぱは、ふちがギザギザ。



3.シラカシ
幹 葉・実・花

樹⽪は、⽪⽬が縦に並び、細かい縦縞がある。
葉っぱは、細⻑く、光沢があって硬い。
どんぐりがなる。



4.キンモクセイ
幹 葉・実・花

漢字で書くと「⾦⽊犀」
樹⽪はサイの⽪に似るとして「犀」の字が使われている。



5.スダジイ 樹⽪はコゲ茶⾊で、⽼⽊になると縦⽅向に割れてくる。
どんぐりがなる。

幹 葉・実・花

https://www.uekipedia.jp/より

https://www.uekipedia.jp/


6.イチョウ
幹 葉・実・花

樹⽪はコルク質が発達していて、⼤⽊の幹に触れると弾⼒がある。
葉っぱは、扇型に広がっている。



7.ヒノキ 樹⽪は⾚みを帯びた褐⾊で、樹齢を重ねると縦に薄く剥がれる。
スギよりも広く剥がれる。

幹 葉・実・花

葉っぱは鱗状で、
連なっている。

葉の裏側はYの字に
スジがある。ヒノキ スギ

参考：杉と桧の違いについて

https://eiken-net.com/%E6%9D%89%E3%81%A8%E6%A1%A7%E3%81%AE%E9%81%95%E3%81%84%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6/


8. アカマツ 樹⽪は、⽩みを帯びた⾚褐⾊（あかかっしょく）で、
縦⻑の⻲甲状（きっこうじょう）に⻲裂してはがれる。
葉っぱは針状で、２本１組。松ぼっくりができる。

幹 葉・実・花



9. サクラ
幹 葉・実・花

樹⽪は暗い⾊で、⽪⽬が横⻑になる。
葉っぱは、だ円形で先が尖っている。⼩さな⾚⿊い実がなる。



10. イヌシデ
幹 葉・実・花

樹⽪は灰⽩⾊でほぼ平、縦に模様ができる。⽼⽊になると、
浅い裂け⽬ができる。葉っぱは、丸型でふちがギザギザ。表
⾯に⽑がうっすらある。



11. コブシ
幹 葉・実・花

樹⽪は灰⽩⾊でなめらかで、⽪⽬と縦シワが細かくある。
葉っぱは、卵型でまわりが波状。⼤きくなり、⽩い花をつける。

花が散った後のめしべ



12. クヌギ
幹 葉・実・花

樹⽪は灰褐⾊で、やや深めにふぞろいに割れる。割れた部分は
⾚っぽい。葉っぱは、楕円状でギザギザしている。⼤きめのどん
ぐりができる。



13. スギ
幹 葉・実・花

樹⽪は⾚褐⾊で、縦に裂け、細⻑く薄くはがれる。
葉っぱは、針がたくさんついている形でさわると痛い。
おばなは、5mm~1cmぐらいつぶのようなもので、花粉をはなつ。



14. ミズキ
幹 葉・実・花

樹⽪は網⽬になりやすい。扇状の枝が段々になっている。
葉っぱは、卵型で、10cm前後。

岡⼭理科⼤学⽣物地球学部⽣物地球学科植物雑学事典より

http://had0.big.ous.ac.jp/plantsdic/angiospermae/dicotyledoneae/choripetalae/cornaceae/mizuki/mizuki4.htm


15. ヒサカキ
幹 葉・実・花

樹⽪は、灰褐⾊でなめらか、不規則な細かい縦しわがある。
葉っぱは、楕円で周りがギザギザ。



16. サザンカ
幹 葉・実・花

樹⽪は滑らかで灰⽩⾊だが、若⽊ではやや⾚みを帯びる。だいた
い３〜５mぐらいの⾼さのものが多い。葉っぱは楕円形で、両端
が尖って縁には浅いギザギザがある。葉脈が透けない。



17. ムクノキ
幹 葉・実・花

樹⽪はなめらか。根っこが板状になる。20m以上の⼤きな⽊にな
る。葉っぱは、薄くカサカサしていて、縁はギザギザ。紙やすり
の代わりになったりもする。

葉っぱは薄くカサカサ。

裏は⽩く、葉脈が
はっきりわかる。



18. エノキ
幹 葉・実・花

樹⽪はボツボツが多く、ところどころに横筋が⼊る。
葉っぱは、先半分の縁がギザギザで、⾍などの⽣き物に⼈気。
根本や枯れ枝にエノキダケができる。

庭⽊図鑑 植⽊ペディアより

https://www.uekipedia.jp/


19. ヤブツバキ
幹 葉・実・花

樹⽪はなめらかですべすべ、細かなシワや模様が出ることもある。
葉っぱは、縁が細かいギザギザがあり、光沢がある。
５〜１５mぐらいに成⻑する。



20. ウメ
幹 葉・実・花

樹齢を重ねると樹⽪は縦に粗く裂ける。枯れた感じの印象。
葉っぱは、卵型で先が尖っている。縁がギザギザ。
1〜3⽉に花が咲き、6⽉ぐらいに実が熟す。



21. シダレウメ
幹 葉・実・花

樹齢を重ねると樹⽪は縦に粗く裂ける。枯れた感じの印象。
枝が垂れさっがている。
葉っぱは、卵型で先が尖っている。縁がギザギザ。


